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 1. 本研究の目的 

































取水塔のコンクリートには，全体的に ASR が進行しているが，耐荷性能は ASR による劣化がない
場合に比べ大きく低下していることはないものと評価できた。 
 
















員会（「取水塔の補修検討委員会」：委員長 金沢大学 鳥居和之教授）を立ち上げ（2009 年 3 月），
2013 年までに全 6 回の委員会において，調査結果の評価から効果の確認まで審議された。 
本研究では，コンクリート調査により全体的に ASR が進行していることが確認された取水塔の
変形が進んでいることから，まず，取水塔の内外面壁について形状を調査し，取水塔頂部の変位の













 4. 北陸地方産フライアッシュの分級効果とフライアッシュコンクリートの品質 
北陸地方には，３箇所に石炭火力発電所があり，年間約 65 万 t のフライアッシュが産出されて
いる。富山新港火力発電所（1 号機：25 万 kW，2 号機：25 万 kW）は，発電所の年式が古く，過
去に石油から石炭に燃料転換した経緯があり，高品質なフライアッシュの製造が望めないことから，
七尾大田火力発電所（1 号機：50 万 kW，2 号機：70 万 kW）と敦賀火力発電所（1 号機：50 万
kW，2 号機：70 万 kW）のフライアッシュを対象とし，「品質管理体制の強化」と「分級装置の導



























石炭 1 号機を廃止し，LNG を燃料としたコンバインドサイクル発電設備からなる，富山新港火力











さらに，評価結果を踏まえて，本建設工事において，JIS で規定される以上のより厳しい ASR 抑
制対策の考え方を適用し，フライアッシュコンクリートの利活用促進につなげた。 
また，本研究では，富山県常願寺川産の川砂および川砂利を使用した収縮補償コンクリートの




 6. プレキャスト PC 電柱におけるフライアッシュコンクリートの利活用とアルカリシリカ反応抑
制対策 
重要な社会インフラの一つである電柱は , 遠心成形により製造された中空円筒状のプレキャス
ト製品である。北陸地方においては, 1973 年以降, 鉄筋コンクリート製の RC 電柱から高耐久で水
密性に優れたプレストレストコンクリート製の PC 電柱に切り替わり今日に至っている。近年, こ
の PC 電柱のなかでも高強度を必要とする耐張型の PC 電柱において, 施設後 10 年程度の早期に
特徴的な縦ひび割れが確認された。縦ひび割れの特徴としては, 最大ひび割れ幅は 0.2mm～数 mm
程度で , いずれも電柱の地際付近から上方向にひび割れが進行し, 円周上の対角線方向に対となっ
て縦ひび割れが発生している場合が多いことである。 
本研究では，PC 電柱における縦ひび割れの発生原因の特定調査を行った。各種試験結果などか






平成 28 年 4 月から生産する全ての PC 電柱に分級フライアッシュを混和している。このように
ASR を抑制する目的で PC 電柱へフライアッシュを利用する取組みは全国的にも初めてである。 




























 8. 今後の課題と展望 
北陸地方におけるフライアッシュコンクリートの利活用促進には，「北陸分級フライアッシュの
品質の継続的改善」，「フライアッシュコンクリートの価格の問題」，「コンクリートの製造品質の改
善」，「コンクリートの早期強度発現の増進」の 4 つの今後の課題が挙げられる。 
本研究では，現状で電力関連施設での使用が見込まれる特殊なコンクリートへのフライアッシュ
コンクリートの適用性を検証した。今後，新工法や新材料の採用により，新たな特殊コンクリート
を使用する場合でも，これらの検証手法を用いることで，フライアッシュコンクリートの適用性を
検証できると考える。このことから，今後，新設する電力関連施設に用いる全てのコンクリートに
フライアッシュコンクリートを適用できることとなる。 
また，フライアッシュ委員会の活動により，公共工事，発電所建設工事，北陸新幹線建設工事，
高速道路建設工事等でのフライアッシュコンクリートの需要が増え，フライアッシュを貯蔵するた
めのサイロやフライアッシュを計量するための計量装置を設置した生コンクリートプラントが急増
している。今後は，これらの固定費の償却が進み，フライアッシュコンクリートの価格が下がるこ
とが見込まれる。他の汎用コンクリートと同程度の価格まで下がれば，新設する電力関連施設に用
いる全てのコンクリートにフライアッシュコンクリートを利活用できることとなる。 
以上より，本研究では，「今後，新設する電力関連施設に用いる全てのコンクリートにフライア
ッシュコンクリートを活用すべきである」との結論を得た。 
 

